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野迫川村長

⻆谷 喜一郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
幸
多
き
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
平
素
は
村
政
の
推
進
に
対
し

多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
台
風
に
泣
か
さ
れ
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
平
維
盛
の
大
祭
」

は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
13
年
目
で
初
め
て

の
中
止
と
い
う
大
変
残
念
な
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
21
号
で
は
、
村
内
は
も

と
よ
り
近
畿
地
方
に
も
大
き
な
爪
あ
と

を
残
し
、
村
で
は
今
も
な
お
完
全
復
旧

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
と

も
災
害
復
旧
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

一
方
、
文
化
面
に
お
い
て
は
、
村
民

文
化
祭
及
び
敬
老
福
祉
祭
り
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
合
唱
や

五
條
高
校
生
の
演
奏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
に
、
村
民
の
皆
様
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
面
で
は
、
家
庭
ご
み
の
収
集
が

軌
道
に
の
り
、
順
調
に
運
用
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
環
境
保

護
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

福
祉
・
医
療
分
野
で
は
、
診
療
所
に

赴
任
い
た
だ
い
て
い
る
根
津
大
樹
先
生

や
、
歯
科
診
療
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
正
田
晨
夫
先
生
の
存
在
が
、
村
民

の
皆
さ
ん
の
日
々
の
暮
ら
し
に
安
心
感

を
与
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
や
本
村
も

参
画
し
て
い
る
「
南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
」、「
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
野

迫
川
分
署
」
も
順
調
に
運
営
さ
れ
て
お

り
、
心
疾
患
な
ど
の
重
篤
な
病
気
の
場

合
に
も
早
期
治
療
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
お
体
に
不
調
を
感
じ
た
場
合

は
気
兼
ね
せ
ず
、
早
め
に
受
診
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
は
、
誰
に
で
も
で
き
る
簡

単
な
体
操
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
「
健
康
寿

命
」
を
延
ば
す
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
面
で
は
、
年
々
、
小
・

中
学
校
児
童
・
生
徒
が
減
少
し
、
欠
学

年
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
子

ど
も
た
ち
は
元
気
で
す
。
昨
年
、
小･

中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
と
先
生
方
全
員
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
配
布
し
ま
し

た
。
都
市
部
の
学
校
と
も
連
携
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
く
な
ど
、
教
育
の

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
は
、「
第

63
回
奈
良
県
へ
き
地
教
育
研
究
振
興
大

会　

野
迫
川
村
・
十
津
川
村
大
会
」
が

本
村
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
近
年
、
そ
の
発
生
が

危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ

の
対
応
と
し
て
、
11
月
に
第
２
回
目
と

な
る
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
多
く
の
参

加
者
を
得
て
防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら

れ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
面
で
申
し
上
げ
ま
す
と
、
京
奈

和
自
動
車
道
の
橿
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
以
南
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
村

民
の
皆
様
に
と
っ
て
交
通
ア
ク
セ
ス
が

改
善
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
村

内
道
路
及
び
、
村
に
通
じ
る
道
路
の
整

備
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
面
で
は
、
地
方
創
生
交
付

金
を
活
用
し
た
「
き
の
こ
の
村
づ
く
り
」

事
業
が
最
終
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

人
工
林
か
ら
自
然
林
に
戻
し
、
そ
し
て

そ
の
自
然
林
を
生
か
し
た
し
い
た
け
栽

培
を
行
う
と
い
う
山
林
を
循
環
さ
せ
る

取
り
組
み
に
よ
り
、
林
業
振
興
、
産
業

振
興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
保
水
力

に
優
れ
た
自
然
林
に
よ
る
災
害
に
強
い

村
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
村
政
１
３
０
年
を
迎
え
る

年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
文

化
祭
で
は
村
勢
要
覧
の
作
成
の
た
め
村

民
の
皆
様
に
も
写
真
撮
影
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
秋
に
は
記
念
式
典

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
な
さ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

過
疎
化
が
進
む
本
村
で
す
が
、
村
に

と
っ
て
の
宝
は
皆
様
の
笑
顔
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が
笑
顔
で
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
村
外
の
方
々
に
も
笑
顔
が

伝
わ
り
村
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
笑
顔
で
楽
し
く
活
き
活
き
と
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
に
、
引
き
続
い
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
年
が
健
康
で
幸
多
く
輝
か
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

平
成
三
十
一
年　

元
旦

平成31年１月 （2）



野迫川村議会議長

別 所 誠 司

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
31
年
の
新
年

を
、
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
野
迫
川
村
議
会
を

代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

よ
り
村
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
歴
史
的
な
皇
位
の

継
承
、
日
本
が
初
め
て
の
議
長
国
を
務

め
る
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
。
さ
ら
に
翌
年
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
発
足
し
た

第
４
次
安
倍
改
造
内
閣
の
基
本
方
針
に

は
、「
復
興
・
国
土
強
靭
化
の
推
進
」「
頑

張
っ
た
人
が
報
わ
れ
る
経
済
成
長
」「
全

て
の
世
代
が
安
心
で
き
る
社
会
保
障

改
革
」「
美
し
く
伝
統
あ
る
故
郷
を
守

り
、
次
世
代
へ
引
き
渡
す
」「
新
し
い

時
代
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
を
築
く
」
と
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
、
子

育
て
世
代
に
大
胆
に
投
資
し
、
幼
児
教

育
の
無
償
化
、
真
に
必
要
な
子
ど
も
た

ち
の
高
等
教
育
の
無
償
化
を
実
現
す
る

こ
と
。
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

成
長
と
分
配
の
好
循
環
に
よ
り
、
希
望

出
生
率
１
．
８
％
、
介
護
離
職
率
ゼ
ロ

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
、
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
、
学
び
、

働
く
こ
と
が
で
き
る
、
生
涯
現
役
、
生

涯
活
躍
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
労

働
制
度
を
は
じ
め
社
会
保
障
制
度
全
般

の
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
議
会
よ
り
「
２
０
２
５
年
国

際
博
覧
会
の
誘
致
に
関
す
る
決
議
に
つ

い
て
」
を
全
国
町
村
議
会
議
長
会
に
提

出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
村

に
限
ら
ず
近
畿
府
県
町
村
議
会
か
ら
も

提
出
さ
れ
、
は
れ
て
国
際
博
覧
会
が
、

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
国
際
博
覧
会
の
開
催
は
、
奈
良
県

の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

歴
史
・
文
化
遺
産
や
風
光
明
媚
な
景
観

な
ど
を
世
界
の
人
々
に
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
世
界
遺

産
熊
野
参
詣
道
小
辺
路
を
擁
す
る
当
村

を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
し

て
議
員
一
同
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
多
く
の
台
風
が
近
畿
圏
を

襲
い
、
村
の
木
々
を
な
ぎ
倒
し
、
林
業

並
び
に
山
林
に
大
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま

し
た
。
今
後
、
ス
ー
パ
ー
台
風
や
地
震

等
の
大
災
害
に
備
え
、
防
災
面
、
山
作

り
の
見
直
し
に
よ
る
減
災
に
備
え
る
こ

と
が
急
務
と
な
り
ま
す
。
村
当
局
と
協

働
し
、
村
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
べ

く
、
更
な
る
取
り
組
み
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
天
辻
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
国

道
１
６
８
号
線
の
早
期
改
良
や
主
要
地

方
道
高
野
天
川
線
の
整
備
促
進
等
を
国

や
県
に
要
望
し
、
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
向

上
や
こ
の
村
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
村
政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
全
力

を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
、
村
議
会
議
員
一
同
、
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
村
政
運
営
の

一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
三
十
一
年　

元
旦

あけましておめでとうございます。
社会福祉協議会は、住民の方々の生活を支援するサービスを本年も引き続き実施いたします。
ヘルパーによる訪問事業や福祉有償運送事業、配食サービス事業等を希望される方は、お気
軽にお問い合せください。

【連絡先】　野迫川村大字北股３８番地
　　　　　社会福祉法人　野迫川村社会福祉協議会　☎０７４７ｰ３７ｰ２９４１
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議会の動き 平成３０年１２月 第５回定例議会

　平成３０年１２月６日に招集され、同日に下記の発議２件が議決され、１３日に下記の報告５
件、議案６件が議決されました。

記
発議第　１号　　野迫川村議会会議規則の一部を改正する議会規則の提出について
発議第　２号　　野迫川村議会全員協議会運営規程を制定する議会規程の提出について
報告第１１号　　専決処分の承認を求めることについて
報告第１２号　　専決処分の承認を求めることについて
報告第１３号　　専決処分の承認を求めることについて
報告第１４号　　専決処分の承認を求めることについて
報告第１５号　　専決処分の承認を求めることについて
議案第５７号　　野迫川村犯罪被害者等支援条例の制定について
議案第５８号　　�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条

例について
議案第５９号　　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
議案第６０号　　平成３０年度野迫川村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第６１号　　平成３０年度野迫川村介護保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第６２号　　平成３０年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第１０号）

 
一般質問　松島議員
【文化財の維持と活用について】
　吉野―大峰―高野の信仰の道が注目を集めています。2020 年オリンピック・2025 年大阪万
博が開催されます。観光資源を活用して観光客の誘致に繋がればと考えています。村の活性化の
核となる文化財の神社や仏閣の維持・運営については地元住民が中心となってやっているのが現
状です。高齢化が進んでいきますと維持がおぼつかなくなります。今後、文化財を維持・運営・
観光の資源等として活用していただきたく、村の考えについてお聞きいたします。

一般質問答弁
　４番、松島議員のご質問にお答えいたします。
　議員もご存知かと思いますが、平成１４年に高野山から熊野本宮大社までを結ぶ「熊野参詣道
小辺路」が国の史跡指定を受け、平成１６年には「紀伊山地の霊場と参詣道」として世界遺産に
登録されました。
　これは、吉野・大峰、熊野三山、高野山という三大霊場とそれをつなぐ６本の参詣道が登録さ
れたものです。登録後は、海外からも多くの観光客の姿を見かけるようになりました。海外から
の観光客やホテルのせ川や民宿の宿泊客は４００名を超え、今後もインバウンド観光の効果が期
待できます。
　登録１０周年となる平成２６年には外国の方にもわかりやすいようにと日本語と英語表記で案
内看板を設置いたしました。また、崩落や倒木の確認等を行い、通行に支障が出ないよう維持管

平成31年１月 （4）



野迫川村消防団分団長・副分団長会議
　１２月４日（火）に野迫川村地場産業振興センターにおいて、野迫川村消防分団長・副分団長会議を
開催し、以下のとおり決定しました。

１．平成３１年野迫川村消防団出初式について
　○日　時　平成３１年１月１８日（金）
　　　　　　集　合　午前１０時００分
　　　　　　開　式　午前１０時３０分
　○場　所　野迫川村山村振興センター
　○隊編成について
　　総　隊　長　　杉谷　均　副団長
　　第１中隊長　　田見圭三　副団長
　　　　　　　　　・被表彰者
　　第２中隊長　　尾﨑伸二　分団長
　　　　　　　　　・第１分団～第２分団
　　第３中隊長　　増谷良栄　分団長
　　　　　　　　　・第３分団～第４分団

２．平成３１年南吉野支部連合出初式について
　○日　時　平成３１年１月９日（水）
　　　　　　開　式　午前１０時３０分
　○場　所　十津川村体育文化センター

　○隊編成について
　　総指揮者　　中南　支部長
　　第１中隊長　榊本　副団長（十津川村）
　　　　　　　　・被表彰者
　　第２中隊長　佐古　副団長（十津川村）
　　　　　　　　・十津川村機械中隊
　　第３中隊長　消防士長
　　　　　　　　・五條消防署十津川分署中隊
　　第４中隊長　市原副団長（十津川村）
　　　・十津川村消防団（第１・３・７・１０分団）
　　第５中隊長　杉谷　副団長（野迫川村）
　　　・十津川村消防団（第２・６・８分団）
　　第６中隊長　田見　副団長（野迫川村）
　　　・十津川村消防団（第５・９・本部）　
　　　・野迫川村消防団
　　第７中隊長
　　　第１分団　加藤班長（十津川村）
　　　・十津川村消防団（女性団員）

理に努めております。文化財を観光の活性化につなぐことは本当に大切な事だと私も感じており
ます。
　また、三重、奈良、和歌山の三県協議会や県文化財保存課を中心とする関係課、世界遺産・熊
野参詣道小辺路広域実行委員会等とも連携を密にしながら、広域的な観点から本村の活性化につ
なげていきたいと思っております。その中で、吉野・大峰、高野ルート「すずかけの道」を世界
遺産に追加登録してはという話も耳にしています。
　本村には世界遺産に登録されている小辺路以外にも国の重要文化財を始め、国・県指定文化財
７件、村指定文化財１１件があります。これらにつきましては、所有者である各地区に維持管理
をお願いしているところですが、改修・修繕が必要な場合は、地区と協議しながら健全な維持を
図り、これら文化財についても、村の振興に役立てないものか検討しているところであります。
県の無形民俗文化財に指定されている北今西、弓手原の各地区のオコナイは、後世に継承できる
よう行事の記録DVDと解説書を作成しました。また、観光客の本村での滞在日数を延ばすこと
を目的として、村独自で荒神社、野川弁財天、高野山を結ぶルートを考えています。
　議員の質問にありましたが、世界遺産をはじめ、文化財は貴重な財産であります。過疎化・少
子高齢化の進む本村にとりましては、これらの財産を活用した村づくりを進めているところでは
ございますが、今後さらに活性化につながるような活用等につきましても検討して参りますので
議会の皆様におかれましてもご理解とご支援を頂きますようお願いします。
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区長会開催

全国民生委員児童委員連合会　会長表彰受賞

　１２月１０日（月）地場産業振興センターにおいて、区長会を開催しました。当日は、村内

各大字の区長にお集まりいただき、活発な意見交換会が行われました。

　なお、役場からは平成３０年度事業の取組状況について以下のとおり説明を行いました。

○総務課　�防犯灯維持管理費補助金及び生活改善センターの修繕にかかる対応状況、ＬＰガ

ス発電機・ＬＥＤ投光機の避難所への設置、空き家改修及び解体補助金制度につ

いて

○住民課　いきいき百歳体操について

○産業課　有害獣侵入防止柵交付事業実績について、観光案内看板設置について

○建設課　事業実施状況、雪寒対策事業及び簡易水道事業について

○教育委員会　野迫川小・中学校ＩＣＴ機器整備事業について

○社会福祉協議会　�訪問事業、通所介護（デイサービス）、福祉有償運送事業、配食サービス

事業、福祉用具の貸与、福祉用具の購入、住宅改修支給及び地域包括支

援センターについて

　本村の民生委員で大字上在住の津守良直氏と大字北股在住の中本治子氏は、平成３０年度

全国民生委員児童委員連合会の会長表彰を受賞されました。

　お二人は、平成１９年より民生委員として、本村の地域福祉に貢献された功績として今回

の受賞となりました。

　お二人の民生委員として更なるご活躍を期待しております。
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～新成人の皆さんへ～
２０歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなっ
たときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　２０歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障さ
れます。

◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障害年
金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は加入者が死亡した場合、
その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険
料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学す
る方です。
★「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
　　※平成２８年６月以前の期間は、３０歳未満であった期間が対象となります。

お問い合わせ先　　大和高田年金事務所　☎０７４５－２２－３５３１
　　　　　　　　　野迫川村役場住民課　☎０７４７－３７－２１０１
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「奈良大立山まつり」開催
　四天王をモチーフにした光り輝く巨大な「大立山」と県内各地の伝統行事が平城宮跡に集結。
一年のはじまりに奈良の地で無病息災を願います。
　期間中には、地元食材等を使用した料理が一堂に会する「あったかもんグルメ」「地域ならでは
の特産品市」が開催され、野迫川村からも出店。ぜひ、「奈良大立山まつり」にご来場いただき、
奈良の冬の魅力をご体感下さい。

日　時　平成３１年１月２６日（土）１１時～１９時
　　　　　　　　　　　２７日（日）１１時～１８時
　　　　※野迫川村より出店予定店舗『提供料理』
　　　　　かわらび荘：『猪肉・鹿肉の田舎煮込み』
場　所　平城宮跡歴史公園　朱雀門ひろば
料　金　入場無料
アクセス
　○�近鉄「大和西大寺」駅南口、ＪＲ奈良駅西口から会場直結の無料シャトルバス
をご利用ください（１５～２０分間隔で運行予定）

　○�近鉄「大和西大寺」駅南口から徒歩約２０分
　○近鉄奈良駅・ＪＲ奈良駅西口から
　　・路線バス学園前駅行きにて「朱雀門ひろば前」下車すぐ
　　・�ぐるっとバス 朱雀門ひろばターミナル下車すぐ（運賃１００円で土日祝日を

中心に２０分間隔で運行）
　※�イベント来場者の駐車場はございません。会場へは公共交通機関をご利用ください

奈良大立山まつりホームページ　http://ootateyama.jp/

主　催：奈良県冬季誘客イベント「大立山まつり」実行委員会
お問い合わせ：奈良県冬季誘客イベント「大立山まつり」実行委員会事務局
　　　　　　　０７４２ｰ２７ｰ８９７４
　　　　　　　野迫川村役場産業課　０７４７ｰ３７ｰ２１０１
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診療所だより
　みなさん、あけましておめでとうございます。
　診療所の根津です。今年は暖かい秋から急に冷え込みましたが、体調崩されて
いませんでしょうか。
　今回のテーマは「フレイル」についてです。
≪「フレイル」とは？≫

　「フレイル」とは加齢に伴い筋力などのからだの機能な
どが低下し、心身ともに活力が低下した状態をいいます。
加齢に伴うからだの機能の低下といった「からだの要因」
だけではなく、認知機能や意欲の低下、うつなどの「こ
ころの要因」、一人暮らしや経済的な問題による「社会的
な要因」が影響し合って引き起こされるといわれていま
す。
　フレイルの状態を放っておくと徐々に体の機能が衰
え、寝たきりなどにより介護が必要な状態になってしま
います。ただしフレイルは早めの段階で発見し、適切な

ケアをすることで以前の健康状態に戻すことができます。そのため、まずは本人や家族が早い時期にフレ
イルに気づくことが非常に大切です。

≪フレイルのセルフチェック≫
　①６か月間で２－３㎏の体重減少がありましたか？
　②以前に比べて歩く速度が遅くなってきたと思いますか？
　③ウォーキング等の運動を週に１回以上していますか？
　④５分前のことが思い出せますか？
　⑤（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがしましたか？
　各項目で「はい」→１点、「いいえ」→０点　と計算し、合計点数（最高５点）が１－２点→プレフレイル（フ
レイル予備軍）　３点以上→フレイル　　となります。

≪フレイル対策≫
　フレイルの予防・改善にとってカギとなるのは「栄養」と「運動」です。
【栄養管理】
①毎日３食（朝・昼・夕）をしっかり食べましょう。
　�　３食きちんと食べることで必要なエネルギーを十分にとり、体に必要な栄養を補うこ
とができます。食事の量をたくさん食べられないときは、ごはんよりおかずを多く食べ
ましょう。
②高たんぱく食品を積極的にとりましょう。
　�　たんぱく質は筋肉や内臓、皮膚、髪などの元となる栄養で肉・魚・卵・大豆製品・乳
製品などに多く含まれています。
③カルシウムを十分にとりましょう。
　�　カルシウムは骨や歯をつくる栄養で、それ以外にも血圧の調節にも関わります。牛乳
やヨーグルト、チーズなどの乳製品に良く含まれているほか、豆腐や納豆、小魚、ひじ
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後期高齢者医療高額療養費（外来年間合算）制度について
　平成２９年８月と平成３０年８月に、７０歳以上の方の高額療養費の制度が見直されました。それによ
り、年間を通して高額な外来診療を受けている方の負担が増えないよう、自己負担額の年間上限の制度が
設けられました。
　平成３０年７月３１日時点で、自己負担額が一般又は低所得 ( 住民税非課税 ) 区分である被保険者に
ついて、計算期間 ( ※１) のうち一般又は低所得 ( 住民税非課税 ) 区分であった月の外来療養に係る額が
１４万４，０００円を超える場合に、その超える分を支給します。

基準日 平成３０年７月３１日

計算期間（※１） 平成２９年８月１日から平成３０年７月３１日までの１年間

年間上限額 １４４，０００円

　なお、支給対象見込みの方には、広域連合より平成３１年１月中旬に申請書を送付しますので、必要事
項を記入の上、平成３０年７月３１日時点の被保険者証の資格のある住所地の市町村後期高齢者医療担当
課に「申請書」を提出してください。

※下記の被保険者は高額療養費 (外来年間合算 )の申請を省略して支給します。
　平成２９年８月１日～平成３０年７月３１日までの全期間で、奈良県後期高齢者医療広域連合の被保険
者であり、高額療養費又は、外来年間合算の振込口座が登録されている方

（お問い合わせ）　奈良県後期高齢者医療広域連合　ＴＥＬ：０７４４ｰ２９ｰ８４３０

きやわかめ、小松菜などにもたくさん含まれています。
④ビタミンＤを十分にとりましょう。
　�　ビタミンＤは腸からのカルシウムの吸収を高め、骨の健康を維持する働きがあります。
さけ、さんま、ぶり、さばや卵黄、しめじ、干しシイタケなどに多く含まれています。
また日光浴をすることで皮膚からでも作ることができます。

【運動】
　運動は、無理のない範囲でコツコツ毎日続けることが大切です。
　一番手軽に取り入れやすい運動はウォーキングであり、１日５０００－６０００歩を目標
に毎日続けると筋力のおとろえを防げるといわれています。
　ほかにも、太ももや足の力をつけるスクワットや、バランス能力をきたえる片足立ちも効
果的です。

①スクワット
　机につかまりながら深呼吸をするくらいのペースで膝の曲げ伸ばしを５－６回繰り返す。
②片足立ち
　机につかまりながら、左右１分間ずつ片足立ちをする。
≪まとめ≫
　診療所へ来られる患者さんにもフレイルの方が増えてきている印象があり
ます。
　寝たきりを予防し、健康寿命を延ばすためにも日々の食事・運動を大切にしましょう。

野迫川村国民健康保険診療所　　根津　大樹
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平成３０年度 村県民税（第4期）の
納期限は１月３１日（木）です
平成３０年度 村県民税第４期の納期限は１月３１日（木）です。
この日までに役場窓口や、各金融機関で納付をお願いします。
また、口座振替の引落しもそれぞれこの日に行います。
口座残高に不足がないよう、事前にご確認ください。

巡回日 １月２５日（金） 村内全域

吉野税務署からのお知らせ
平成３０年分所得税及び

復興特別所得税の確定申告期間は、
平成３１年２月１８日（月）から

平成３１年３月１５日（金）までです。　
【確定申告会場開設日】

平成３１年２月１８日（月）

○�税務署では、２月１５日（金）までは通常の業務体制で事務を行っ
ていますので、上記期間（２月１８日（月）以降）に確定申告の
相談をしていただくようお願いします。
○�確定申告会場は、混雑状況によっては長時間お待ちいただくこ
とがあります。
○�申告会場では、１６時まで申告相談の受付をしていますが、混
雑状況により早めに終了する場合がありますのでご了承くださ
い。

問い合わせ　吉野税務署　０７４６ｰ３２ｰ３３８５
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道
も
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の
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に

	

孤
山
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右：奈良県知事賞
　　林　　陽さん 　『私達は税金の無駄使い？』
左：公益社団法人吉野納税協会会長賞　
　　倉岡　虹弥さん　『私たちの暮らしと税金』

野迫川村長賞
山田　透吾さん　『消費税の税率について』

人口／１２月２５日現在　■世帯数　２２８戸　■人口　３９５人　■男　１８６人　■女　２０９人

「中学生の税についての作文」奈良県知事賞、公益社団法人吉野
納税協会会長賞、野迫川村長賞受賞、野迫川中学校に感謝状

　全国納税貯蓄組合連合会及び国税庁が募集した「中学生の税についての作文」で、野迫川中学

校３年　林
はやし

陽
はるか

さんの「私達は税金の無駄使い？」が奈良県知事賞として、野迫川中学校１年の倉
くら

岡
おか

 虹
なな

弥
み

さんの「私たちの暮らしと税金」が公益社団法人吉野納税協会会長賞として吉野税務署

で表彰を受けました。

　また、野迫川中学校３年の山
やま

田
だ

 透
とう

吾
ご

さんの「消費税の税率について」が野迫川村長賞として、

村役場にて村長から表彰を受けました。税金の身近な使われ方など、税の大切さを上手にまと

められていました。

　他に、野迫川中学校には、作文の募

集を通じて広く納税道義の高揚に寄与

されたとして、全国納税貯蓄組合連合

会会長より感謝状が贈られました。

平成31年１月 （12）
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